
情熱教師 F i l e 9生 徒 と 紡 ぐ

尾邊英也先生　教職 歴 37 年。
同校に赴任して 14 年目。３学年
主任。ＳＳＨ企画委員。

三重県立松阪高校　全日制／普通科・理数科／共学／１学年 約 320 人／ 2018 年度入試
合格実績（現浪計）国公立大は、東京大、名古屋大、三重大、京都大、大阪大などに145 人
が合格。私立大は、慶應義塾大、早稲田大、南山大、同志社大などに延べ 551人が合格。

広い、広い牧場で学ぶ
　　　３年生になって、８月まで部活動を続けて大丈
夫か、勉強に時間を割くのがよいのではないかととて
も悩み、先生に相談しましたよね。先生から「どうす
れば後悔しないのかは、自分で分かっているんでしょ？
自分が納得するようにやりなさい」と言われて、「よし、
どっちもやろう」と決心しました。先生が応援してく
れることが本当にうれしくて、迷いがなくなったんです。
　　　私も、３年生までＳＳＨの活動を続けるかどう
か悩んだ時に先生に相談しました。先生から、「探究
活動も受験勉強も、どちらも諦める必要はないよ」と
励まされたから、３年生でも頑張ろうと決意したんです。
　　　２人とも、「両方やりたい」と思っていること
は明らかだったからね。自分の気持ちを大切にして挑
戦すれば後悔しないでしょ？　勉強は先生たちがフォ
ローするから安心してやり抜けばいいんだよ。
　　　僕は数学が好きで、１年生の頃から授業の内容
だけでなく自分のペースで先の学年の単元まで勉強し
ていました。先生に「数学以外の教科の成績が心配で
す」と話したら、「納得するまで数学をやり切ってみれ
ばいいじゃないか」と言ってくれましたよね。

　　　１つのことを極める経験をした人は、ほかのこ
ともできるようになるものだからね。
　　　先生と話していると、自分はどうしたいのか、
自分の気持ちがはっきりしてくるんです。
　　　先生はただ、君たちの可能性を信じて応援して
いるだけなんだよ。
　　　その応援の力が大きいから、気持ちが落ち込ん
だ時などに「ハッパをかけてもらおう！」って、先生
と話したくなるんです。「最近どうなんや？」って、先
生が私の話を聞いてくれるから、私も先生に自分の思
いを話して……、最後には「今日から私はこうする」と、
やるべきことが引き出されているんです。
　　　僕らはすごく広い牧場にいるんです。とても自
由に動けるけど、はるか遠くには柵があって守られて
いる。どうすればよいか分からなくなった時に先生の
姿を探すと必ずそばにいて、僕らの話を聞いてくれる
んです。広い牧場で、いろいろな可能性を自分で模索
し、選択する力を身につけている気がします。
　　　それこそが自律する力、生きる力なんだと思う
よ。君たちは確かに成長しているね。うれしいよ！
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職４年目、初めて担任を受け持ったクラスは、

その年度で閉科となる商業科の３年生でした。

学力的に厳しく、生活態度にも課題が見られる生徒た

ちとどう向き合えばよいのかと、不安でいっぱいの

私に、「あなたの売りは若さだ。それに加えて、もう

１つ強みをつくらないか」と、教頭から提案されま

した。自己肯定感が持てず、何事も諦めがちな生徒に、

小さなことでも積み重ねれば大きなことを達成でき

ると、「先生自らが継続する姿を示してほし
い」と言われたのです。
　教頭の言葉を自分なりに考え、毎日、学級通信を出

そうと決めました。１枚１枚は薄くても、１年間書き

続ければ相当な量になります。連絡事項や行事予定、

学習のアドバイスなどを書き、毎朝、生徒が登校す

る前に机の上に１枚ずつ置いて、重要なことはＳＨ

Ｒでも話すようにしました。停滞していたクラスの

雰囲気を何とか変えたいと奮闘しましたが、生徒と

の関係は良好と言えるものではありませんでした。

ただ、私にできることはこれしかないと、学級通信

を書き続けたのです。気づけば、１年間で約200枚、

とじると厚さ２㎝程の冊子になりました。そして、

卒業式の日、積み重ねることの大切さを感じてほし

いと願いながら、一人ひとりに冊子を手渡しました。

徒のためにと思って続けていた学級通信でし

たが、それで学んだのは私の方でした。生徒

一人ひとりをよく見ること、どんな行事でもその目

的を理解して取り組むこと、１年間の流れを見通し

て指導を考えることなど、どれも書くという作業を

通じて気づかされたことです。また、仕事の段取り

も改善しました。予定外の仕事が入っても、学級通

信を書く時間を確保するよう意識して進める習慣が、

毎日続けることで身についたからだと思います。

　その後も、担任を持つ度に学級通信を書き続けま

した。生徒の状況を見て、伝えるべき内容や時期を

判断できるようになったからなのか、「小論文のヒン

トを得ました」「自分が学びたいことに気づきました」

などと、生徒から言われるようになりました。また、

「あれは自分に向けた言葉ですよね」と、私のメッセー

ジに気づく生徒もいました。そうすると、生徒をもっ

と触発させたいと思い、外部の研究会に参加して学級

通信のネタを探すなど、一層力が入りました。学級

通信は、生徒とのコミュニケーション方法の１つで

あり、自分の指導力を高める軸にもなっていました。

度初めには、学級通信を床に落としても、そ

のままにする生徒がいます。私はすかさず、「人

が時間をかけて作ったものを大切にできない人間は、

大成しないぞ」と大げさに叱ります。その時はピン

ときていない生徒も、毎日机の上に置かれ続けると

次第に学級通信を読むようになり、継続することの

大切さを説くと深くうなずきます。言葉だけでなく、

行動してこそ伝わることがあるのだと実感します。

　今はＳＳＨ担当者として、週１回のＳＳＨ通信を出し

ています。実験や実習、大学訪問など、盛りだくさ

んの活動を見通して取り組めるように書くのがポイ

ントです。毎日ではなくても、続ければ必ず伝わる

と信じ、自分の姿を示し続けたいと思います。

No. 009
北海道岩見沢農業高校

熊谷孝宏先生
くまがい・たかひろ

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職歴 26年。同校に赴任して５年目。
キャリアガイダンス部長。英語科。

北海道岩見沢農業高校　全日制／農業科・畜
産科・食品科・生活科・森林科・農業土木工学科、
環境造園科／共学／１学年約 280人／2018
年度進路実績（現役のみ）：４年制大は、帯広
畜産大などに45人が合格。短大、大学校、専
門学校進学83人。就職121人（うち公務員25人）。
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